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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年2月25日(2016.2.25)

【公表番号】特表2015-513170(P2015-513170A)
【公表日】平成27年4月30日(2015.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2015-029
【出願番号】特願2014-552292(P2014-552292)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/0569   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0568   (2010.01)
   Ｈ０１Ｇ  11/60     (2013.01)
   Ｈ０１Ｇ  11/62     (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   10/0569   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/0568   　　　　
   Ｈ０１Ｇ   11/60     　　　　
   Ｈ０１Ｇ   11/62     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月7日(2016.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）以下の構造：
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bＤ
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eＴ
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fＱg

によって表される組成物から選択される少なくとも１種の化合物を含むシリコン含有ポリ
エーテル電解質溶媒組成物
［式中、Ｍ1は、Ｒ1Ｒ2Ｒ3ＳｉＯ1/2、または１個もしくは複数のヘテロ原子Ｏ、Ｎおよ
び／もしくはＳを含有する一価有機ラジカルＭ’から選択され；ここで、Ｍ2はＲ4Ｒ5Ｒ6

ＳｉＯ1/2から選択され；ここで、Ｄ1は、Ｒ7Ｒ8ＳｉＯ2/2または１個もしくは複数のヘ
テロ原子Ｏ、Ｎおよび／もしくはＳを含有する二価有機ラジカルＤ’から選択され；ここ
で、Ｄ2はＲ9Ｒ10ＳｉＯ2/2から選択され；ここで、Ｔ1は、Ｒ11Ｒ12ＳｉＯ3/2、または
１個もしくは複数のヘテロ原子Ｏ、Ｎおよび／もしくはＳを含有する三価有機ラジカルＴ
’から選択され；ここで、Ｔ2はＲ13Ｒ14ＳｉＯ3/2から選択され；ここで、Ｑは、ＳｉＯ

4/2、または１個もしくは複数のヘテロ原子Ｏ、Ｎおよび／もしくはＳを含有する四価有
機ラジカルＱ’から選択され；ここで、ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆおよびｇは、０＜ａ＋ｂ
＋ｃ＋ｄ＋ｅ＋ｆ＋ｇ＜５０かつｂ＋ｄ＋ｆ＋ｇ＞０を条件として、０または正の整数の
いずれかから独立して選択され、
　Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12およびＲ14が、それぞれ独立
して、１から約１０個の炭素原子を有する一価炭化水素ラジカル；１個または複数のヘテ
ロ原子が、１個または複数のハロゲン、Ｏ、Ｎまたはその任意の２個以上の組み合わせか
ら選択され、１から約１０個の炭素原子を有する一価炭化水素ヘテロ原子含有ラジカル；
または一価ポリアルキレンオキシド残基から選択され、
　Ｒ4、Ｒ9およびＲ13のいずれもポリアルキレンオキシド残基を含まない場合、Ｒ1、Ｒ2

、Ｒ3、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ14、Ｍ’、Ｄ’、Ｔ’またはＱ’の
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少なくとも１つがポリアルキレンオキシド残基を含むことを条件として、Ｒ4、Ｒ9および
Ｒ13はそれぞれ独立して、オキシラン部分を含む一価ラジカルから選択される。］。
【請求項２】
　該ポリアルキレンオキシドが以下の構造である、請求項１に記載の組成物：
－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）m（ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ）n（ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）z－
によって表される群から選択される、請求項１から３のいずれかに記載の組成物［式中、
０＜ｍ＋ｎ＋ｚ＜２０であることを条件として、ｍは正の整数であり；ここで、ｎおよび
ｚは独立して０または正の整数のいずれかである。］。
【請求項３】
　少なくとも１種のリチウム塩に対する電解質溶媒である、請求項１または２に記載の組
成物。
【請求項４】
　該リチウム塩が、ＬｉＣｌＯ4、ＬｉＣＦ3ＳＯ3、ＬｉＢＦ4、ＬｉＰＦ6、ＬｉＡｓＦ6

、ＬｉＮ（ＳＯ2ＣＦ3）2、ＬｉＴＦＳＩ、ＬＩＢＯＢ、または任意の２種以上の組み合
わせの１つまたは複数から選択される、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　該組成物が少なくとも１種のリチウム塩のための電解質溶媒であり、ここで、該電解質
溶媒は、最大約２Ｍの１種または複数のリチウム塩を可溶化することができる、請求項１
から４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　請求項１に記載の組成物と少なくとも１種のリチウム塩の該組み合わせが、室温で約０
．５ｍＳ／ｃｍを超えるイオン伝導率を有する溶液を与える、請求項１から５のいずれか
に記載の組成物。
【請求項７】
　請求項１に記載の組成物と少なくとも１種のリチウム塩の該組み合わせが、室温で約１
ｍＳ／ｃｍを超えるイオン伝導率を有する溶液を与え、そのような溶液が１種または複数
の炭酸アルキル化合物を含まない、請求項１から６のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　該電解質溶媒組成物が、１種または複数のシリコン含有ポリエーテル化合物と組み合わ
せてアリルグリシジルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、アリルメト
キシポリエーテル、またはその２種以上の任意の組み合わせから選択される約１体積パー
セントから約１０体積パーセントの１つまたは複数の化合物をさらに含む、請求項１から
７のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　該電解質溶媒組成物が、１種または複数のシリコン含有ポリエーテル化合物と組み合わ
せて、少なくとも１種の炭酸アルキル化合物をさらに含む、請求項１から８のいずれかに
記載の組成物。
【請求項１０】
　該少なくとも１種の炭酸アルキルが炭酸エチレン、炭酸ジメチルまたはその混合物から
選択される、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　該少なくとも１種の炭酸アルキルが、１種または複数のシリコン含有ポリエーテル化合
物および１種または複数の炭酸アルキルの合計体積に対して、約２０から約５０体積パー
セントの範囲で存在する、請求項９に記載の組成物。
【請求項１２】
　（ａ）式（ＩＶ）および／または（Ｖ）：
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【化１】

によって表される組成物から選択された少なくとも１つの化合物［式中、式（Ｖ）の化合
物のＰＥＧ部分は－（ＯＣＨ2ＣＨ2）4ＯＣＨ3を表す。］を含むシリコン含有ポリエーテ
ル電解質溶媒組成物。
【請求項１３】
　ＬｉＣｌＯ4、ＬｉＣＦ3ＳＯ3、ＬｉＢＦ4、ＬｉＰＦ6、ＬｉＡｓＦ6、ＬｉＮ（ＳＯ2

ＣＦ3）2、ＬｉＴＦＳＩ、ＬＩＢＯＢ、またはその任意の２種以上の組み合わせから選択
される少なくとも１種のリチウム塩のための電解質溶媒である、請求項１２に記載の組成
物。
【請求項１４】
　該組成物が少なくとも１種のリチウム塩のための電解質溶媒であり、ここで、該電解質
溶媒は、最大約２Ｍの１種または複数のリチウム塩を可溶化することができる、請求項１
２または１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　請求項１に記載の組成物と少なくとも１種のリチウム塩の該組み合わせが、室温で約１
ｍＳ／ｃｍを超えるイオン伝導率を有する溶液を与える、請求項１２から１４のいずれか
に記載の組成物。
【請求項１６】
　請求項１に記載の組成物と少なくとも１種のリチウム塩の該組み合わせが、室温で約１
ｍＳ／ｃｍを超えるイオン伝導率を有する溶液を与え、ここで、そのような溶液は１種ま
たは複数の炭酸アルキル化合物を含まない、請求項１２から１５のいずれかに記載の組成
物。
【請求項１７】
　該電解質溶媒組成物が、１種または複数のシリコン含有ポリエーテル化合物と組み合わ
せてアリルグリシジルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、アリルメト
キシポリエーテル、またはその２種以上の任意の組み合わせから選択される約１体積パー
セントから約１０体積パーセントの１つまたは複数の化合物をさらに含む、請求項１２か
ら１６のいずれかに記載の組成物。
【請求項１８】
　該電解質溶媒組成物が、１種または複数のシリコン含有ポリエーテル化合物と組み合わ
せて少なくとも１種の炭酸アルキル化合物をさらに含む、請求項１２から１７のいずれか
に記載の組成物。
【請求項１９】
　該少なくとも１種の炭酸アルキルが、１種または複数のシリコン含有ポリエーテル化合
物と１種または複数の炭酸アルキルの合計体積に対して約２０から約５０体積パーセント
の範囲で存在する、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　請求項１から１１のいずれかに記載の組成物を含む電気化学デバイス。
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【請求項２１】
　請求項１２から１９のいずれかに記載の組成物を含む電気化学デバイス。
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